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 ● 「男は堂/lと あるべき。会社

の生命は永遠です。その永遠のた

めに私たちは奉仕すべきです。私

たちの勤務はわずか二十年か三十

年でも，会社の生命は永遠です。

それを守るために男として覚 々と

あるべきです。今回の疑惑，会社

のイメージダウン，本当に申し訳

なく思います。1任 とります。」

と書き遺 して，一人の人間が死ん

だ。そして，その死にざまがひと

しきり取 り沙汰 され た。死 んだ

人間の “愛人”なる女があらわれ

て 「かれは殺されたのだ」と訴え

た(某 週刊誌の記事)と いうのも，

そんな取 り沙汰のうちのひとつで

あった。その女の言(正 確には，

週刊誌の記事というべきかもしれ

ないが)に よれば，「風呂に入ると

きでも兼ているものをきちんと畳

んで入るようなひとでした。それ

がいくら混乱状態にあったとはい

え，ズボン下姿のまま死ぬなんて

とても考えられない……」という

のである。

 ●その記事を読んで 「たまらな

いな」とわたしは思った。“愛人”

なる女も黙って線香でもあげてい

れぽいいじゃないかと思った。週

刊誌なぞに “二人のあいだのこも

ごも”まで喋べる必要がどこにあ

るのかと腹立しい気持も覚えた。

そんな気持を，ある日ある晩，繩

のれんで居合せた佐野教授にもら

した。杯の酒を ぐび りと飲みなが

ら五十男の佐野教授はおっしゃっ

た。 「女もいただけない，週刊誌

もエゲツない，俺もそ う思 うよ，

そ りゃあ。しかしねz.， 週刊誌買

ってそ うい う記事を丹念に読んで

そんなこと言ってるお前も少しオ

ヵシイん じゃないかねx。 」 つぎ

の日，“日本人のキャリア・一・デベ

ロップメン ト”をテーマに勉強し

ているところの，わたしのゼ ミナ

ールの学生たちと議論した。二十

代のかれらは のたまわった。 「セ

ンセの気持もワカリますよオ。で

もアレじゃない，その “愛人”と

かい う女，週刊誌にそんなことま

で喋ベッちゃうほどフカーク愛 し

てたってことじゃな イ，死んだ×

×さんをさあ。それに週刊誌だっ

て記事にしますよ，そ りゃあ，商

売だもん。世の中ってそ うい うも

んじゃないですか，センセ!」

 ● 「男は hと あるべき」 「会

社は永遠」「男は責任をとるべき」

一 なんとも胸に重い文句ではあ

るまいか。“アナクロニズム”と切

って捨てられるほどあなたは “近

代人”か? わたしたち日本人の

「働 く」ということには，そして働

きなが ら自己の人生を 「生きる」

とい うことには，欧米流経営学や

組織論や心理学の言葉では覆いつ

くせない重要なものが山ほどつま

っているような気がして仕方がな

い。それは，わたしたちが，自ら

の 「働 くこと」や 「働きつつ生き

ること」に絡ませている“美意識”

とでも呼ぶようなモノだ。それを

掬いあげて理論化していく“責任”

がわたしたちにはあるだろう。本

号には，そういう思いといらだち

が若がきさせた，三十代男の手に

なる論文を二つ再録 して あ る。

「ひとつの覚えがき」 と副題を添

えたあた りに，三十男の純情(?)

と居 直 り(?)と が気持悪 く同居し

ている一 一しばらくは読者のこ寛

大さに “卦え”させていただくこ

とを決めよう。   (南隆男)
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